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京
わ が ま ち

丹後市の

台  
所
事
情

　

京
丹
後
市
は
、
平
成
16
年
４

月
に
旧
６
町
の
合
併
に
よ
り
発

足
し
ま
し
た
。
全
国
的
に

も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
中
、
台
風
23
号
（
平
成

16
年
度
）
な
ど
の
大
規
模

な
災
害
被
害
を
受
け
た
ほ

か
、
国
の
三
位
一
体
の
改

革
（
平
成
16
～
18
年
度
）

に
よ
り
普
通
交
付
税
や
国

か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
減

少
。
ま
た
、
少
子
・
高
齢

化
や
世
界
同
時
不
況
（
平

成
20
年
度
）
の
影
響
も
あ

り
、
本
市
は
厳
し
い
台
所

事
情
（
財
政
状
況
）
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
は
「
合
併

団
体
」
の
特
例
に
よ
り
、

普
通
交
付
税
を
多
く
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
や
公
共

施
設
を
整
備
す
る
際
に
「
合
併
特

例
事
業
債
」
を
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
合
併
し
て
い
な

い
市
町
村
に
比
べ
、
財
政
的
に
有

利
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
有
利
な
制
度
も
、
普

通
交
付
税
は
平
成
27
年
度
か
ら
順

次
縮
小
さ
れ
、平
成
32
年
度
に
は
、

そ
の
特
例
が
な
く
な
り
ま
す
（
左

グ
ラ
フ
）。
ま
た
、
合
併
特
例
事

業
債
も
平
成
27
年
度
か
ら
活
用
で

き
な
く
な
り
、
ま
す
ま
す
本
市
の

台
所
事
情
は
厳
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
に
備
え
、
平

成
22
年
度
か
ら
合
併
特
例
逓て

い

減げ
ん

対
策
の
基
金
を
設
け
る
な
ど
、
財

源
減
少
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
ス

ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
本
市
の
行
財
政
運
営

 財政課（☎ 69-0160）廃止期限が近づく合併の特例

を
将
来
的
に
も
持
続
可
能
な
仕
組

み
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政

の
努
力
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　

本
市
の
台
所
事
情
に
つ
い
て
、

本
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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普通交付税の合併特例の減少イメージ

京丹後市の主な合併特例による収入
項　 目 対象期間 内　　　　容

合併市町村補助金 H16 ～ H18
合併後の新しいまちづくりに対応するための財政支援として、合併市町村
の人口規模に応じた国からの補助金。平成 16 ～ 18 年度の３年間で 7.8
億円の交付を受けました。

特別交付税
（包括支援分） H16 ～ H18 合併に関する包括的支援として合併後３年間、国からの特別交付税に一定

額が加算されます。３年間で 9 億円の加算を受けました。

合併特例事業債 H16 ～ H26
合併前に作成した新市建設計画に基づく事業実施に借り入れることできる
市の借金で、返済金の 7 割が普通交付税で措置されます。平成 22 年度
までに約 103 億円を借り入れています。

普通交付税
（合併算定替） H16 ～ H31

合併後、急激な財源不足とならないよう、普通交付税の算定において、合
併前の旧６町の合算額と本来の京丹後市分とを比較し、多い方が交付さ
れる全国的な特例措置。平成 23 年度では、本来の京丹後市分よりも約
31億円多く交付を受けることができます。（交付総額 130.8 億円）

　臨時財政対策債
（合併算定替） H16 ～ H31

普通交付税の交付に代えて借り入れすることができる市の借金で、返済
金の全額を後年度の普通交付税で措置。この発行についても、上記と同
様に旧６町の合算額と本来の京丹後市分とを比較し、多い額を借り入れる
ことができる特例措置。平成 23 年度では、本来の京丹後市分よりも約 3
億円多く借り入れることができます。（借入予定額 13.3 億円）

１

シリーズ

協
働
と
自
ら
の
介
護
予
防

　

市
で
は
、
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
介
護
予
防
事
業
の
一
つ
と
し

て
、「
介
護
支
援
・
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
活
動
事
業
」
を
昨
年
10
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
市

が
指
定
す
る
介
護
保
険
施
設
（
市

内
約
30
施
設
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
た
高
齢
者

4

4

4

に
対
し
、

活
動
実
績
に
応
じ
て
交
付
金
が
支

払
わ
れ
る
制
度
。

　
高
齢
者
が
「
介
護
支
援
・
見
守

り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
地
域
貢

献
や
社
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
介
護
分
野
に
お
け
る
協
働
と

自
ら
の
介
護
予
防
を
推
進
し
、〝
支

え
合
い
の
地
域
社
会
〟
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
は
65
歳
以
上
の
方

　

サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
市
内
在

住
の
65
歳
以
上
の
方
が
な
れ
ま
す

（
た
だ
し
、
介
護
保
険
要
支
援
認

定
者
ま
た
は
要
介
護
認
定
者
で
な

い
方
）。
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

各
支
所
（
市
委
託
先
管
理
機
関
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
登
録
者
に
は
「
サ
ポ
ー
タ
ー
活

動
手
帳
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

軽
微
・
補
助
的
な
活
動

　
主
な
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
は
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
指
導
、

支
援
▼
お
茶
出
し
や
食
堂
内
の
配

膳
・
下
膳
な
ど
の
補
助
▼
散
歩
、

外
出
、
館
内
移
動
の
補
助
▼
話
し

相
手
―
な
ど
。

　
そ
の
ほ
か
、
施
設
職
員
と
一
緒

に
行
う
軽
微・補
助
的
な
活
動（
草

刈
り
、
剪せ

ん

定て
い

、
洗
濯
物
の
整
理
、

シ
ー
ツ
交
換
、
窓
拭
き
な
ど
）
も

対
象
で
す
。

※
受
入
施
設
に
よ
っ
て
、
活
動
内
容
が

　
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

活
動
１
時
間
で
10
㌽
が
付
与

　
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
た

場
合
は
、
１
時
間
に
つ
き
10
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

１
日
当
た
り
20
ポ
イ
ン
ト
が
限
度

と
な
り
ま
す
。

集
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
換
金

　

集
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、「
活
動

評
価
ポ
イ
ン
ト
交
付
金
」（
左
表
）

に
換
金
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
介

護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

が
対
象
）。
活
動
年
度
終
了
後
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
申
請
す
る

と
、
５
０
０
０
円
を
上
限
に
交
付

さ
れ
ま
す
。

始
め
ま
せ
ん
か

　
介
護
支
援
・
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

｢利用者に喜んでもらえることが何より
うれしいですね。生活にも張りができ、
健康になったと思います」（サポーター
の岩渕公子さん）

Ｈ26まで100％

本来の普通交付税額

Ｈ33

合併算定替による増加額
（Ｈ27年度から段階的に縮小）

活 動 評 価
ポ イ ン ト

活 動 評 価
ポイント交付金

100～ 190 1,000円
200～ 290 2,000円
300～ 390 3,000円
400～ 490 4,000円

500以上 5,000円（上限）

●
登
録
窓
口 

	

京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
本
所
・
各
支
所
） 

	

本
所
・
弥
栄 

☎
65-

２
１
０
０

	

峰
山
支
所
☎
62-

４
１
２
８

	

大
宮
支
所
☎
64-

２
０
３
７	

	

網
野
支
所
☎
72-

０
７
９
７

	

丹
後
支
所
☎
75-

０
８
０
８

	

久
美
浜
支
所	

☎
82-

０
０
０
８ （表）活動評価ポイント交付金

長
寿
福
祉
課

☎
６
９
‐
０
３
３
０

ガイド


